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2013年6月期第2四半期 損益計算書2013年6月期第2四半期 損益計算書

2012年6月期
第2四半期累計

（構成比）

2013年6月期
第2四半期累計

（構成比）

前年同期比較

増減額 (増減率）
主な増減要因

売上高 19,839 17,529 ▲2,310 （▲11.6%）
・スマートフォン関連市場で盛り上がりを見
せるものの、パソコンおよびTV周辺需要の
冷え込みを受け、減収。

売上総利益 4,003 （20.2%） 2,756 （15.7%） ▲1,247 （▲31.2%）
・販売価格の下落と長期化した在庫調整が
収益を圧迫。

販売費及び
一般管理費 3,324 （16.8%） 2,867 （16.4%） ▲457 （▲13.8%）

・減収に伴う物流費など変動費の減少の他、
人件費の減額や研究開発費を圧縮。

営業利益 (▲損失) 679 （3.4%） ▲111 （▲0.6%） ▲790 （－）

営業外収益 206 134 ▲72 ・仕入割引の減少（前期同期73→当期35）、
為替差益の減少（前年同期49→当期0）。

営業外費用 66 152 86 ・為替差損の発生（前年同期0→当期79）。

経常利益 (▲損失) 819 （4.1%） ▲128 （▲0.7%） ▲947 （－）

特別損失 81 15 ▲66 ・投資有価証券評価損の減少。
（前年同期81→当期13）

法人税等合計 ▲29 777 806 ・繰延税金資産の一部を取崩し、法人税等
調整額を計上。（前年同期▲97→当期725）

少数株主利益 3 20 17

四半期純利益 (▲損失) 763 （3.8%） ▲942 （▲5.4%） ▲1,705 （－）

（単位：百万円）
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計19,839

（単位：百万円）

計23,320 計17,529

◆スマートデバイスを中心に新たなライフスタイルの提案を積極的に行うものの、パソコンおよび
TV周辺分野の需要低迷、価格の下落基調が響き、主な分野すべてにおいて減収となる。

※12年6月期第２四半期累計との比較

部門別売上高

前年同期比較

増減額 増減率

その他 656 64.8%

特注 25 1.2% 

周辺機器 ▲1,378 ▲27.9%

液晶 ▲516 ▲17.4%

ストレージ ▲819 ▲10.9%

増設メモリ ▲276 ▲19.7%
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［全体台数・単価の増減推移※］［売上高］
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※11年6月期第1四半期を１００%とするその他特注製品増設メモリ ストレージ 液晶 周辺機器

5



（単位：百万円）

2012年6月期

第2四半期末③

（ 2 0 1 1 年1 2 月末）

2012年6月期

期末②

（ 2 0 1 2 年6 月末）

2013年6月期

第2四半期末③

（ 2 0 1 2 年1 2 月末）

前年同期比較

(③-①)

前期末比較

(③-②)

（資産の部）

流動資産 21,566 18,232 18,269 ▲ 3,297 37
現金及び預金 5,261 5,119 5,106 ▲ 155 ▲ 13

受取手形及び売掛金 7,694 6,324 7,132 ▲ 562 808

たな卸資産 7,809 6,111 4,972 ▲ 2,837 ▲ 1,139

その他の流動資産 801 676 1,058 257 382

固定資産 6,386 6,524 5,713 ▲ 673 ▲ 811
資産合計 27,952 24,757 23,982 ▲ 3,970 ▲ 775

（負債の部）

流動負債 9,171 6,245 5,843 ▲ 3,328 ▲ 402
支払手形及び買掛金 6,341 4,098 4,714 ▲ 1,627 616

短期借入金 1,000 1,000 - ▲ 1,000 ▲1,000

未払法人税等 72 65 67 ▲ 5 2

その他の流動負債 1,756 1,081 1,060 ▲ 696 ▲ 21

固定負債 907 745 865 ▲ 42 120
負債合計 10,079 6,990 6,708 ▲ 3,371 ▲ 282

（純資産の部）

株主資本合計 18,469 18,070 17,060 ▲ 1,409 ▲ 1,010

その他の包括利益累計額合計 ▲ 738 ▲ 485 1 739 486

少数株主持分 141 181 211 70 30

純資産合計 17,873 17,766 17,274 ▲ 599 ▲ 492
負債純資産合計 27,952 24,757 23,982 ▲ 3,970 ▲ 775

2013年6月期第2四半期 貸借対照表2013年6月期第2四半期 貸借対照表
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部門別の概況



80%
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＊11年6月期第2四半期を１００%とする 販売単価

販売台数

11年6月期
第2四半期累計

12年6月期
第2四半期累計

13年6月期
第2四半期累計

前年同期比較

増減率

販売台数 ▲5.5％

販売単価 ▲14.9％

［当部門全体の台数・単価の増減推移＊］

（単位：百万円）

[売上高]

計 2,215 計 1,403 計 1,127
3,000

1,000

0
11年6月期

第2四半期累計
12年6月期

第2四半期累計
13年6月期

第2四半期累計

2,000

前年同期比較

増減額 増減率

増設
メモリ

▲276 ▲19.7%

増設メモリボード部門

メモリ

ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ
USBﾒﾓﾘ

パソコンの初期搭載量の増加による増設需要の減少が続く。

USB3.0対応や汎用モデルを拡販するも、低価格化による影響を
補うに至らず減収。
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（単位：百万円） 計7,526 計6,707計10,935
[売上高]

HDD 地上デジタルTVの販売不振の影響を受け、録画用途の
外付け型ハードディスクを中心に、販売が伸び悩む。

DVD･BD 販売台数、販売単価ともに前期を下回る。

※12年6月期第2四半期累計との比較
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12年6月期
第2四半期累計

13年6月期
第2四半期累計

前年同期比較
増減額 増減率

ｽﾄﾚｰｼﾞ ▲819 ▲10.9%

前年同期比較
増減率

販売台数 ▲8.9％

販売単価 ▲2.2％

ストレージ部門

［外付HDDの販売台数 インチ内訳・容量(3.5ｲﾝﾁのみ)内訳］

12年6月期第2四半期累計 13年6月期第2四半期累計
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［当部門全体の台数・単価の増減推移＊］
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［ｻｲｽﾞ・型別・仕様（地デジ有無）別台数ｼｪｱ］

地ﾃﾞｼﾞ無 97.9%

地ﾃﾞｼﾞ有 2.1%

地ﾃﾞｼﾞ無 94.9%
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15ｲﾝﾁ以下 3.8%

12年6月期第2四半期累計 13年6月期第2四半期累計

地ﾃﾞｼﾞ有 5.1%
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ﾜｲﾄﾞ
40.7% ｽｸｴｱ

59.3%

ﾜｲﾄﾞ
51.0%

ｽｸｴｱ
49.0%

液晶
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

フルHDを超える高解像度「WQHD」に対応した新シリーズやLEDバック
ライト採用低消費電力モデルの拡販に注力するものの、文教案件の
減少と地上デジタルチューナー搭載モデルの減収が響く。

LCD-MF271CGBR

液晶部門

[台数：千台] [金額：百万円]
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ﾈｯﾄﾜｰｸ･通信

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ･
AVeL （ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電関連）

スマートフォンやタブレット端末向けに、TVチューナー製品の新提案を
強化したが、全般的な移行需要の一巡によりチューナー分野の減収
が大きく響く。

BCN AWARD 2013
「映像関連ボード部門」「デジタル
チューナー部門」で最優秀賞を受賞

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

11年6月期 12年6月期 13年6月期

（単位：百万円）

計4,348 計3,566

第2四半期累計 第2四半期累計 第2四半期累計

計4,944

※12年6月期第2四半期累計との比較
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スマートデバイスとの接続連携や、家庭内でのAV機器間のコンテンツ視
聴、法人向けのデータ保全用途など、提案と拡販に努めた結果、販売台
数は伸長するも、低価格化の進行により、わずかに前年に及ばず。
新たに遠隔監視用のネットワークカメラや、無線LAN対応のポータブル
HDDを発売するなどラインナップを拡充。

［売上高］ 前年同期比較
増減額 増減率

周辺機器 ▲1,378 ▲27.9%

周辺機器部門



2013年6月期通期の業績見通し
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（単位：百万円）

2012年6月期

金額 （構成比）

2013年6月期

金額 （構成比）

前年同期比較

増減額 （増減率）
主な増減要因

売上高 38,551 34,000 ▲4,551 (▲11.8%)

・ PC、TV分野の低迷が続く中、ｽﾏｰ
ﾄﾌｫﾝ周辺分野、法人向けNAS関
連ｿﾘｭｰｼｮﾝ、ﾈｯﾄﾜｰｸ分野を中心
に需要創造を積極的に進める。

売上総利益 6,480 （16.8%） 5,150 （15.1%） ▲1,330 (▲20.5%)
・円安進展による海外からの部材調

達価格の上昇を見込む。

販売費及び
一般管理費 6,263 （16.2%） 5,700 （16.8%） ▲563 (▲9.0%)

・経営合理化を進めるとともに、成長
事業確立に向けた研究開発費等
への重点配分を進める。

営業利益 217 （0.6%） ▲550 （▲1.6%） ▲767 (－）

経常利益 368 （1.0%） ▲550 （▲1.6%） ▲918 （－）
・営業外収益、営業外費用につい

ては、定常発生額のみを想定。

当期純利益 364 （0.9%） ▲1,800 （▲5.3%） ▲2,164 （－）
・上期計上の法人税等調整額725に

加え、希望退職者の募集に伴い発
生する特別損失約350見込む。

・為替レートの想定
・研究開発費の予想
・設備投資の予想
・減価償却費の予想

： 1ドル92円
： 900百万円 （前年同期比 －74百万円）
： 200百万円 （前年同期比 ＋60百万円）
： 220百万円 （前年同期比 －56百万円）

2013年6月期 損益計算書（予想）
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計
38,511

計
34,000

前年同期比較

増減額 増減率

その他 544 24.1%

特注 102 2.9%

周辺機器 ▲1,504 ▲16.3％

液晶 ▲985 ▲17.0%

ストレージ ▲1,770 ▲12.0％

増設メモリ ▲935 ▲30.8％

計
45,344

2013年6月期 部門別売上高（予想）



2013年6月期 目下の展開
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１．経営合理化策の実施

２．新分野の取り組み

目下の展開

３．注力事業分野
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１．経営合理化策の実施

①希望退職者の募集 （1/28 発表）

・当社社員およびグループ会社への出向社員を対象に、80名程度の希望退職者を
募集。

・施策実施による経費の削減効果は、来期より年間3億50百万円を見込む。

②コスト削減の徹底

2012年6月期
第2四半期累計

2013年6月期
第2四半期累計

前年同期比較

増減額 (増減率）

販売費及び一般管理費 3,324 2,867 ▲457 （▲13.7%）

内 給与手当・賞与 957 809 ▲148 （▲15.5%）

荷造運賃 364 309 ▲55 （▲15.1%）

研究開発費 564 417 ▲147 （▲26.1%）

・販売費及び一般管理費の削減に取り組み、上期では前年同期比較で4億57百万円
を削減。

（単位：百万円）
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２．新分野の取り組み

①Verbatim（バーベイタム）ブランド製品の国内総代理店契約を締結 （1/31 発表）

・世界120ヶ国以上で販売され、記録型光ディスクでブランド別世界シェア7年連
続No.1の実績を誇るVerbatimブランドの国内総代理店として、2013年4月より
販売開始予定。

・商品開発力、販売ルートといった既存のリソースに新たなブランド力が加わること
で、ラインナップの拡充と販売チャネルの拡大を見込む。

②世界初「DTCP+」対応の製品を投入

・Digion社と協業し「DTCP+」を先行展開、対応した
レコーディングハードディスクの製品化をいち早く実現。

・今後も、新しい技術・規格への対応スピードを上げ、独
自性の強い製品を投入し、お客様の新たなライフスタ
イルの創造に努めていく。

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。



通勤×I-O DATA

朝の連ドラ
チェック

子供の帰宅
を確認

Wi-Fiワンセグチューナー

Wi-Fiネットワーク
カメラ

寝室×I-O DATA

お風呂で
ネット

地デジを
見る

防水ケース

Wi-Fi配信対応
チューナー

休日×I-O DATA

ダウンロード
ファイルを
持ち出す

自宅のデータ
にアクセス

Wi-Fiハードディスク

リモート接続対応
NAS

スマホで
操作 スマホで

快適ネット

リビング×I-O DATA

スマホ操作対応
チューナー・レコーダー

設定かんたん
無線LANルーター

あらゆるコンテンツを、スマートフォンやタブレットから自由に楽しめる、
そんなデジタルライフを実現します

拡大を続ける市場に対し、ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの利便性を最大限に

活かす製品と新たな使い方を提案してまいります。

IODATA × SMART PHONE

スマートデバイス向け提案

チューナー搭載
無線LANルーター

３．注力事業
分野

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。 19
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PC不要！

2ステップですぐに使える

アプリをダウンロードしてQRコードを撮
影するだけで、カメラ登録が完了。

※本製品をご利用になる際は、インターネット環境が必要です。
※複数のルーターが存在している環境では、ご利用いただけな
い場合があります。

映像の動きを検知

メールでお知らせ！

設定した範囲内の動作検知機能を搭載。
動きを検知した際に、画像付きメールで
お知らせすることができます。

※範囲設定はPCのみ対応となります。

いつでも映像や写真を録画して

自由に確認できる！

カメラで撮影した映像や写真をネットワー
クに接続されたハードディスクに録画して、
あとから自由に確認できます。

※NASに録画した映像はPCでのみご確認いただけます。

ブロードバンド
ルーター

インターネット

iPhone iPad Android

ネットワークカメラで“安心見守り”スマートフォン
展開例

デモ

３．注力事業
分野

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。
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DTCP+対応 ハイビジョンレコーディングハードディスク

RECBOX＋REMOTE (HVL-Aシリーズ)

遂に登場! 録画した番組の
"フルデジタル・リモート配信"を実現するHDD

これからは録画番組を外出先からも楽しむ時代。「DTCP+」に対応した

製品を世界で初めて投入し、新たな視聴ｽﾀｲﾙを創造してまいります。

DiXiM Digital TV 2013
for I-O DATA

【DTCP+とは】
2012年1月に「DTLA（Digital Transmission Licensing Administrator)」による策定された規格で、規格に対応したハード
ディスクにハイビジョン番組をダビングするだけで、インターネットを経由して外出先から再生できるようになります。

「DTCP+」で創造する新たなライフスタイル

（スマートフォンでの視聴にも順次対応予定）

３．注力事業
分野

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。



日々高まるﾘｽｸに対し、NASのﾗｲﾝﾅｯﾌﾟの拡充と、ｻｰﾋﾞｽやｿﾌﾄとの

対応強化の2点から、効率的なﾃﾞｰﾀ保全ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案しております。
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情報流出

データ消失
管理者の負担増

企業において、増大するデータの管理、高まる損失リスクへの対策が急務に

データ管理・活用

大～中規模のオフィスには、データ損失を強力に防ぐRAID6対
応モデル、小規模オフィス・SOHOには、必要な機能を網羅した
オールインワンモデルを。
エントリーからハイエンドまで幅広い製品を展開することで、オ
フィス規模を問わずバックアップ業務に適用可能。

製品ラインナップの拡充

状態監視サービス「NarSuS」や各社UPS（無停電電源装置）へ
の対応をすすめ、不測の事態における対応力を強化。
また、ストレージ仮想化ソフト「VVAULT」やクラウドストレージ
サービス「Dropbox」との連携により、お客様の利便性が格段に
向上。保守・運用の両面からお客様のビジネスを支えます。

サービス・ソフトウェアとの対応強化

NASで備えるデータ・リスク対策３．注力事業
分野

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。
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NASの管理はNarSuSにおまかせ！4つの安心ポイント

【NarSuS（ナーサス）とは】
オフィスでお使いのNAS製品の状態をインターネットで管理するクラウドサービ
ス。Webベースの管理画面なので、インターネット環境さえあれば、PC、タブ
レットの種類を問わず、どこからでも状態を管理することができます。

①忙しい管理者でも安心

管理者は管理画面を確認するだけ。
いつでも簡単に状態を管理できる。

③離れていても大丈夫

インターネット経由での管理なので、
自席にいなくてもNASを管理できる。

②複数台まとめて管理

NASが何台あっても、管理画面で
一括して状態管理。

④トラブル時も慌てず対応

トラブル時は画面に表示された対処
法に従うだけ。どなたでも対応可能。

多くの法人向けNASシリーズに対応

クラウド状態管理サービス「NarSuS」３．注力事業
分野

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。
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新たな情報ｲﾝﾌﾗとして注目を集めるｻｲﾈｰｼﾞ。当社ではNASに必要な

ｿﾌﾄをﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞすることで、安価で容易な導入を実現しています。

NAS活用用途の拡がり～ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽNAS～

インターネット

業務連絡

販売実績

営業資料

見せたい情報をPUSH型で配信

３．注力事業
分野

※一般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。
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更なる成長を目指し、挑戦を続けてまいります。
どうぞ、ご期待下さい。

http://www.iodata.jp
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１．本資料は、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、
投資勧誘を目的としたものではありません。実際に投資を行う際は、
本資料の情報に全面的に依拠して投資判断を下すことはお控えいだだき、
投資に関するご決定は皆様ご自身のご判断で行うようお願いいたします。

２．本資料中の業績予想ならびに将来予測に関する記述は、当社が資料
作成時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済情
勢の変動や予測不可能な不確定要因の影響を受けます。
従って、実際の業績は本資料中の予想に関する記述とは大きく異なる
可能性があることをご了承ください。

３．本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切
責任を負うものではありませんのでご了承ください。

本資料お取り扱い上のご注意




